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あらまし：本研究では,ブランドなどのテーマを保ちつつ,新たなデザインの衣服画像を生成できるプロン

プトを特定するシステムを提案する.まず,参考となる画像からプロンプトを生成する．そして,そのプロン

プトにより生成系 AI に画像を複数枚生成させる．さらに,参考となる画像と生成した画像を比較させ,プ

ロンプトを改善させる．生成系 AI としては,Stable Diffusion を利用し,プロンプトの改善には GAN の枠組

みを利用する． 
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1. はじめに 

デザイナーは,同じ雰囲気,あるいは同じ要素（ブラ

ンドなど）を含む服をデザインしたい場合がある.し

かし,衣服デザインの初心者にとって,ブランドなど

のテーマを保ったまま一から新たなデザインを生み

出すことは難しい． 

それに対して,本研究では,参考となるデザインの

衣服の画像生成する時、生成系 AI が大きな助けと

なると考えられる. 

一方で,生成系 AI に対して適切なプロンプトと呼

ばれる命令文に従って画像を生成する．プロンプト

とは命令文を与えることである．そのため, 生成し

たい画像に適したプロンプトを設計することが課題

となる． 

生成型人工知能におけるプロンプトの操作を通じ

て，生成された画像の制御を実現することができる.

提供された画像に含まれる情報に対応するプロンプ

トを見つければ、画像のブランドなどの特性を保持

したまま、類似画像を生成することができる. 

2. 目的 

本研究の目的は画像から適切なプロンプトを生成

するシステムを構築することである.画像に含まれ

る要素を抽出してプロンプトを作成し,訓練により

プロンプトを更新することで,写真に最もマッチす

るプロンプトを探し出すことである.提案システム

ではまずテーマの参考となる画像からプロンプトを

生成する．そして,そのプロンプトにより生成系 AI

に画像を複数枚生成させる.さらに,参考となる画像

と生成した画像を比較させ,プロンプトを改善させ

る.生成系 AI としては,Stable Diffusion を利用し,プロ

ンプトの改善には Generative Adversarial Network 

(GAN)の枠組みを利用する(1)． 

3. システムの概要 

提案手法の概要を図 1 に示す．提案システムでは,

まずテーマの参考となる画像からプロンプトを生成

する．図１通り、この画像から“Leather jacket，khaki 

coat，shorts，black boots，street”などの単語をプロン

プトとして生成する.そして,そのプロンプトにより

生成系 AI に画像を複数枚生成させる．生成された

画像はデータセットとして使用する.さらに,参考と

なる画像と生成した画像を比較させ,偽と判定する

場合、画像を Text Generator に返す、より適切な単語

をプロンプトに追加して再度学習させる.プロンプ

トをこのように改善させる．生成系 AI として

は,Stable Diffusion を利用しプロンプトの改善には

GAN の枠組みを利用する． 

 
図１提案システムの概要 

（画像は Getty Images より引用(2)） 

3.1参考画像からプロンプトの生成 

参 考 画 像 か ら の プ ロ ン プ ト の 生 成 に

は,Transformer と呼ばれる Deep Learning のモデルを

利用する.提案手法では,これをText Generatorと呼ぶ.

このモデルでは,画像と服の組み合わせが学習され

ている．画像を入力することで,画像内に存在する服

が文字として出力される(3)． 

図 2 に例を示す．ワンピースの画像が入力され,そ

の画像から“オーバースカート”や“礼服”などが

認識されて出力されている． 

抽出された単語を利用してプロンプトを組み立て

る． 
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図 2 テキストジェネレーターの結果 

（画像は Taobao より引用(4)） 

3.2 Stable Diffusionの利用 

Text Generator により,参考画像から生成したプロ

ンプトを Stable Diffusion に入力し,画像を生成する． 

図 2 で示した画像を元にしたプロンプトは

“overskirt,gown,hoopskirt,crinoline,cloak,velvet,theater

curtain,abaya,showercurtain,lampshade,lampshade,vestm

ent”のようになる． 

3.3 Generative Adversarial Network による更新 

Stable Diffusion から生成された画像と参考にした

画像を比較し,その差に基づいて Text Generator のモ

デルを更新する．モデルの更新には,GAN の構造を

用いる．GAN の構造を図 3 に示す.GAN のネットワ

ーク構造は ,Generator（生成ネットワーク）と

Discriminator（識別ネットワーク）の２つのネットワ

ークから構成される .Generator で生成した画像

を ,Discriminator が“実際に撮影された画像”か

“Generator で生成した画像”を判別する．そし

て,Generator は自らが生成した画像が“実際に撮影さ

れた画像”と判断されるようにモデルを更新してい

く． 

現在検討中の Text Generator の学習方法以下であ

る． 

1.プロンプトを検査する.同じではない色や長さな

どの矛盾の単語を識別し,不正確な単語を取り除く. 

2. プロンプトの中で画像と関連性が低い単語を

削除する.たとえば図 2 の例の“theater curtain”などの

服装と関係ない単語である. 

3.参考となる画像から服装本体の部分のみを抜き

出す．そして,抜き出した画像を再び Text Generator

に入力することで,背景に関わる単語が抽出されな

いようにする． 

 

図 3 Generative Adversarial Network の構造 

4. プロンプト更新の流れ 

提案手法を用いたプロンプト更新の流れを図 4 に

示す．ユーザーは 1 枚の画像をシステムに入力す

る.Text Generator で特徴を抽出し,関連性が高い単語

を利用して,プロンプトとして Stable Diffusion に入

れる.提供されたプロンプトをもとに,100 枚の画像

を Stable Diffusion でデータセットとして生成する. 

生成された画像を Discriminator で判断する.生成

された画像が偽と判断すると,画像を Text Generator

に戻す. Text Generator に矛盾する単語を削除や服装

本体の部分のみを抜き出すなどの手段で新しい単語

を追加する.その後,同じ流れを繰り返す.識別器が正

しい画像と判断するまで続けて訓練する. この訓練

の流れを何回も繰り返すと,対応する要素を見つけ

ることが期待できる. 最終的には,大量の類似写真と

提供される画像のプロンプトともに表示されるよう

になる. 

なお，図 4 では、Text Generator によって画像から

多くの特徴を抽出されている.この中の関連性が低

い単語を削除し、プロンプトとして使う.また，現在，

使用されている Text Generator は、衣服の色の認識は

比較的不正確であるため，衣服の本体を抽出し、色

を再識別する.このような精度向上操作を数回行う

ことで、画像に対応するプロンプトを生成すること

ができると考えられる. 

 
図 4プロンプト更新の流れ 

5. まとめ 

本研究では,ブランドなどのテーマを保ったまま

新たなデザインの参考となる衣服画像を生成できる

プロンプト生成システムを提案した．現在 ,Text 

Generator の更新方法の検討を行っているところで

ある．また,出来上がった服装にデザイナーが満足す

るかどうかも検証予定である. 

今後の展望として,画像に対する認識精度をどの

ように向上させるかを考える．生成された服装の満

足度をどのように高めるかを検討し,操作性,認識品

質の向上,有効性があるシステムの構築を目指す． 
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